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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおける端末が不連続受信(Discontinuous Reception:ＤＲＸ)動作を
遂行する方法であって、
　共用制御チャネルを通じて、転送されるユーザデータと関連した制御データを監視する
ための第１タイマーを開始する過程と、
　活性化周期の間に、再転送ではなく新たなユーザデータ送信を指示する前記制御データ
が前記共用制御チャネルを通じて受信されるとき、第２タイマーを開始するか、または前
記第２タイマーが動作する間に、再転送データではなく新たな送信を指示する前記制御デ
ータが前記共用制御チャネルを通じて受信されるとき、前記第２タイマーを再開始する過
程と、を含み、
　前記活性化周期は、少なくとも一つの第１タイマー及び第２タイマーが動作する周期を
含むことを特徴とする不連続受信動作を遂行する方法。
【請求項２】
　前記第１タイマーの持続期間値及び前記第２タイマーの持続期間値は、基地局から受信
することを特徴とする請求項１に記載の不連続受信動作を遂行する方法。
【請求項３】
　前記第１タイマーの開始時点を決定するための開始情報を基地局から受信する過程をさ
らに含むことを特徴とする請求項１に記載の不連続受信動作を遂行する方法。
【請求項４】
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　前記活性化周期の間、前記共用制御チャネルを通じて前記制御データを監視する過程を
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の不連続受信動作を遂行する方法。
【請求項５】
　前記第１タイマーと前記第２タイマーのうちの少なくとも一つの中断を指示する制御信
号を受信すると、前記第１タイマーと前記第２タイマーのうちの少なくとも一つを中断す
る過程をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の不連続受信動作を遂行する方法。
【請求項６】
　前記共用制御チャネルは、逆方向物理制御チャネル(Physical Downlink control chann
el：ＰＤＣＣＨ）を含むことを特徴とする請求項１に記載の不連続受信動作を遂行する方
法。
【請求項７】
　移動通信システムの端末における不連続受信(Discontinuous Reception:ＤＲＸ)動作を
遂行する装置であって、
　共用制御チャネルを通じて、転送されるユーザデータと関連した制御データを監視する
ための第１タイマーを開始し、活性化周期の間に、再転送データではなく新たなユーザデ
ータ送信を指示する前記制御データが前記共用制御チャネルを通じて受信されるとき、第
２タイマーを開始するか、または前記第２タイマーが動作する間に、再転送データではな
く新たな送信を指示する前記制御データが前記共用制御チャネルを通じて受信されるとき
、前記第２タイマーを再開始するＤＲＸ制御部を含み、
　前記活性化周期は、少なくとも一つの第１タイマー及び第２タイマーが動作する周期を
含むことを特徴とする不連続受信動作を遂行する装置。
【請求項８】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記第１タイマーの持続期間値及び前記第２タイマーの持続期間値を基地局から受信す
ることを特徴とする請求項７に記載の不連続受信動作を遂行する装置。
【請求項９】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記第１タイマーの開始時点を決定するための開始情報を基地局から受信することを特
徴とする請求項７に記載の不連続受信動作を遂行する装置。
【請求項１０】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記活性化周期の間、前記共用制御チャネルを通じて前記制御データを監視することを
特徴とする請求項７に記載の不連続受信動作を遂行する装置。
【請求項１１】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記第１タイマーと前記第２タイマーのうちの少なくとも一つの中断を指示する制御信
号を受信すると、前記第１タイマーと前記第２タイマーのうちの少なくとも一つを中断す
ることを特徴とする請求項７に記載の不連続受信動作を遂行する装置。
【請求項１２】
　前記共用制御チャネルは、逆方向物理制御チャネル(Physical Downlink control chann
el：ＰＤＣＣＨ）を含むことを特徴とする請求項７に記載の不連続受信動作を遂行する装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおける不連続受信（Discontinuous Reception（ＤＲＸ
））動作に関し、特に連結状態端末が可変的な活性化期間を持って不連続受信動作する方
法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　一般に、無線通信システムとは、通信装置が固定的な有線ネットワークを連結して使用
できない場合のために開発されたシステムであって、このような無線通信システムの代表
的なシステムとしては、移動通信システム、無線ＬＡＮ（WLAN）、ワイブロ（Wibro）、
移動アドホック（Mobile Ad Hoc）などが挙げられる。
【０００３】
　特に、移動通信システムは、他の無線通信システムと異なり、ユーザの移動性（Mobili
ty）を前提としたシステムであって、目標とするところは、場所及び時間にかかわらず、
 携帯電話及び無線ポケベルのような移動端末に通信サービスを提供することを特徴とす
る。
【０００４】
　このような移動通信システムは、大別して同期方式と非同期方式により動作する。特に
、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication Service）システムは、ヨーロッパ式
移動通信システムであるＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）とＧＰＲ
Ｓ（General Packet Radio Services）を基盤にして、広帯域（Wideband）符号分割多元
接続（Code Division Multiple Access；以下、‘ＣＤＭＡ’と称する）を使用する第３
世代の非同期移動通信システムである。現在、ＵＭＴＳ標準化を担当している３ＧＰＰ（
3rd Generation Partnership Project）では、ＵＭＴＳシステムの次世代の移動通信シス
テムとしてＬＴＥ（Long Term Evolution）に対する論議が進行中である。
【０００５】
　ＬＴＥシステムは、２０１０年程度を商用化の目標にして、１００Ｍｂｐｓ位の高速パ
ケット基盤通信を具現する技術である。このために、種々の方案が論議されているが、例
えば、ネットワークの構造を簡単にして通信路上に位置するノードの数を減らす方案や、
無線プロトコルを最大限無線チャネルに近接させる方案などがある。結果的に、ＬＴＥシ
ステムの構造は、既存の４ノード構造から２ノードまたは３ノード構造に変更されるもの
と見られる。
【０００６】
　図１は、本発明が適用されるＬＴＥシステムの構造を示す図である。
【０００７】
　図１を参照すると、ＬＴＥシステムは、ＥＮＢ（Evolved Node B）１００ａ、１００ｂ
、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅとＥＧＧＳＮ（Evolved Gateway GPRS Serving Node）
１０２ａ、１０２ｂの２つのノード構造に単純化できる。
【０００８】
　ＥＮＢ１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅは、既存のNode Bに対応す
るノードであって、ＵＥ（User Equipment）１０４と無線チャネルにより連結される。既
存のNode Bとは異なり、ＥＮＢはより複雑な役目を遂行する。
【０００９】
　これは、ＬＴＥシステムではＶｏＩＰのようなリアルタイムサービスを始めとする全て
のユーザトラフィックが共用チャネル（shared channel）を介してサービスされ、これに
よって、特定のＵＥ１０４と多数のＵＥの状況情報を取り合わせてスケジューリングする
装置が必要であることを意味する。上記のＥＮＢ１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００
ｄ、１００ｅが上記のスケジューリングを担当する。
【００１０】
　また、最大１００Ｍｂｐｓの転送速度を具現するために、ＬＴＥシステムは、２０ＭＨ
ｚ帯域幅でＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）の無線接続技術に
使用されるものと予想される。そして、各ＵＥ１０４のチャネル状態に合せて変調方式（
modulation scheme）とチャネルコーディング率（channel coding rate）を決定する適応
的変調及びコーディング（Adaptive Modulation & Coding；以下、‘ＡＭＣ’と称する）
方式が適用される。
【００１１】
　また、高速順方向パケット接続（High Speed Downlink Packet Access；以下、‘ＨＳ
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ＤＰＡ’と称する）方式を使用する移動通信システムや、向上した逆方向専用チャネル（
Enhanced uplink Dedicated Channel；以下、‘Ｅ－ＤＣＨ’と称する）を使用する移動
通信システムと同様に、ＬＴＥシステムは、ＥＮＢ１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１０
０ｄ、１００ｅとＵＥ１０４との間に複合自動再転送（Hybrid ＡＲＱ；以下、‘ＨＡＲ
Ｑ’と称する）を使用する。ここで、ＨＡＲＱとは、以前に受信したデータを廃棄せず、
再転送されたデータと共に初期転送されたデータをソフトコンバイニングすることで、受
信成功率を高める技法である。前述したように、ＵＥ１０４はＡＭＣとＨＡＲＱ技法を通
じてパケットに対する受信性能を保証しようとする。
【００１２】
　また、従来の移動通信システムでは、アイドル状態の端末が決まった時間に目覚めて（
Wake up）、所定の期間だけ所定のチャネルを監視した後、また睡眠モードに入る動作を
繰り返した。これを不連続受信（Discontinuous Reception；以下、‘ＤＲＸ’と称する
）といい、これは主にアイドル状態端末の待機時間を増やすための方法として使われた。
【００１３】
　これに関連して、図２は従来の移動通信システムにおけるＤＲＸ動作を説明した図であ
る。
【００１４】
　図２を参照すると、端末と基地局はＤＲＸ構成（configuration）に合意し、これに合
せて睡眠期間と活性化期間とを繰り返す。睡眠期間は端末が受信機を消して、電力消耗を
最小化する期間を意味し、活性化期間は端末が受信機を付けて、正常な受信動作を遂行す
る期間を意味する。上記活性化期間は、ウエイクアップ期間（wake-up period）ともいい
、本明細書の全般に亘って、“活性化期間”は“ウエイクアップ期間”と同義語として使
われる。
【００１５】
　まず、ＤＲＸ構成（configuration）は、一般的に下記のような要素からなる。
【００１６】
　１．ＤＲＸサイクル長さ（DRX cycle length）２１０、２２０：任意の活性化期間と次
の活性化期間の間の間隔（interval）であり、ＤＲＸサイクル長さが長いほど睡眠期間が
長く、併せて端末の電力消耗も減る。しかしながら、ＤＲＸサイクル長さが長ければ、端
末に対する呼出し遅延が増加するという短所が発生する。ＤＲＸサイクル長さは、ネット
ワークによりシグナリングされる。
【００１７】
　２．活性化期間の開始時点２０５、２１５、２２５：一般的に、端末の固有識別子（Id
entifier）とＤＲＸサイクル長さから誘導される。例えば、端末の識別子（ＩＤ）とＤＲ
Ｘサイクル長さとのモジュロ（modulo）演算を計算した値が、活性化期間の開始時点に使
われることができる。
【００１８】
　３．活性化期間の長さ（２３５）：端末が一回の活性化期間の間に目覚めている期間の
長さを意味し、一般的に、予め決まった値が使われる。例えば、ＵＭＴＳ通信システムに
おける活性化期間の長さは１０ｍｓｅｃである。
【００１９】
　端末は、自身の識別子（ＩＤ）とＤＲＸサイクル長さ２１０、２２０を用いて、活性化
期間の開始時点２３０を計算した後、上記活性化期間の開始時点からカウントされる活性
化期間の間、順方向チャネルを受信する。そして、上記受信した順方向チャネルに希望す
る情報がない場合、端末は受信機を消して睡眠期間に入る。
【００２０】
　したがって、図２に説明したように、従来移動通信システムに従う一定の周期で目覚め
て、一定期間の間、決まった順方向チャネルを監視する古典的な意味のＤＲＸ動作は新し
く提案されるＬＴＥシステムの連結状態端末に適していない。
【００２１】
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　ここで、連結状態端末とは、特定のサービスが駆動されている端末であって、ネットワ
ークと端末との間に上記サービスと関連したユーザデータが存在している状態の端末を意
味する。この際、ネットワークは、上記端末に対するサービスコンテキスト（service co
ntext）を具備している状態で、実際に無線リンク制御（Radio Link Control：ＲＲＣ）
が可能な状態である。これを連結状態端末という。
【００２２】
　前述したように、従来の移動通信システムに定義されたアイドル状態の端末のＤＲＸ動
作と関連して、新しく提案されるＬＴＥシステムにおける連結状態端末に対するＤＲＸ動
作が具体的に定義される必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　前述したように動作する従来技術の問題点を解決するために案出された本発明は、移動
通信システムにおける連結状態端末の不連続受信動作方法及び装置を提供することをその
目的とする。
【００２４】
　本発明の他の目的は、次世代の移動通信システムにおいて、端末がパケットデータ量を
考慮してＤＲＸ周期を可変的に設定する方法及び装置を提供することにある。
【００２５】
　本発明の更に他の目的は、移動通信システムにおいて、サービスの種類によって端末の
活性化期間の長さを調整する装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明に従う移動通信システムにおける連結状態の移動端末が不連続受信をする方法に
おいて、上記端末は、活性化期間の開始時点（Starting point）を誘導できる情報と、最
小活性化期間（minimum active period length）に対する情報を検索して、基地局から不
連続受信サイクル長さ（DRX cycle length）を受信し、上記検索された情報を用いて、活
性化期間開始時点を誘導し、上記誘導された活性化期間開始時点で、上記不連続受信サイ
クル長さ（DRX cycle length）に設定された第１タイマーと、上記最小活性化期間（mini
mum active period length）に設定された第２タイマーとを活性化させる。上記最小活性
化期間の間、上記端末は順方向パケットの存在を監視する。上記最小活性化期間の間、上
記順方向パケットが存在しなければ、上記端末は睡眠モードに移行する。上記順方向パケ
ットが存在すれば上記端末は上記パケットを受信し、パケット受信の終了を表す情報が存
在するか否かを判断して、上記指示情報があればパケット受信を終了した後、睡眠モード
に移行する。上記第１タイマーが満了すると、上記端末は上記睡眠モードから活性化状態
に移行する。
【００２７】
　本発明に従う移動通信システムにおける連結状態の移動端末が不連続受信をする方法に
おいて、上記端末は、基地局から不連続受信サイクル長さ（DRX cycle length）を受信し
、活性化期間の開始時点（Starting point）を誘導できる情報と、最小活性化期間（mini
mum active period length）に対する情報と、活性化期間終了インターバルに対する情報
とを検索し、上記検索された情報を用いて活性化期間開始時点を誘導し、上記活性化期間
開始時点で上記不連続受信サイクル長さ（DRX cycle length）に設定された第１タイマー
と、上記最小活性化期間（minimum active period length）に設定された第２タイマーと
を活性化させる。上記端末は、上記最小活性化期間の間、順方向パケットの存在を監視す
る。上記最小活性化期間の間、上記順方向パケットが存在しなければ端末は睡眠モードに
移行する。上記順方向パケットが存在すれば、上記端末は予め決まったＨＡＲＱ方式に従
って上記順方向パケットを受信し、上記活性化期間終了インターバルに設定された第３タ
イマーを活性化させる。上記第３タイマーが満了すると、上記端末は睡眠モードに移行す
る。上記第１タイマーが満了すると、上記端末は上記睡眠モードから活性化状態に移行す
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る。
【００２８】
　本発明に従う移動通信システムにおける不連続受信を遂行する連結状態の移動端末装置
は、不連続受信サイクル長さ（DRX cycle length）に対する情報を用いて活性化期間開始
時点（Starting point）を誘導し、基地局から受信された最小活性化期間（minimum acti
ve period length）に対する情報及び活性化期間開始時点を誘導できる情報を検索し、上
記誘導された活性化期間開始時点で、上記不連続受信サイクル長さ（DRX cycle length）
に設定された第１タイマーと、上記最小活性化期間（minimum active period length）に
設定された第２タイマーとを活性化させ、上記最小活性化期間の間、順方向パケットの存
在を監視し、上記順方向パケットが存在しなければ上記送受信部をオフさせ、または上記
順方向パケットが存在すれば上記送受信部をオンさせ、上記パケット受信の終了を表す指
示情報を受信して、上記指示情報に従って上記送受信部をオンまたはオフに制御するＤＲ
Ｘ制御部と、上記パケット内で上記指示情報が存在するか否かを判断して、これを上記Ｄ
ＲＸ制御部に報告する逆多重化装置と、上記ＤＲＸ制御部に従ってオンまたはオフに動作
する上記送受信部と、を含む。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によると、次世代の移動通信システムにおけるサービス特性を考慮した連結状態
端末のＤＲＸ動作を提案して端末の待機時間を向上しようとする。したがって、端末の電
力消耗を最小化する。
【００３０】
　また、トラフィックの発生状況が毎不連続受信周期毎に変わることができるパケットサ
ービスを支援するによって、受信時点のトラフィック要求事項に合せて活性化期間の長さ
を調節してＤＲＸ動作を提供する効果が得られる。
【００３１】
　また、端末が再転送パケットを含むパケットの成功的な受信確認後、該当パケットに対
するＲＬＣ ＡＣＫ信号を転送して睡眠モードに入ることによって、パケットの受信性能
を向上させる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　本発明の上記及び他の態様、特性、及び利点は、添付された図面と関連する下記の詳細
な説明から、より明らかになる。
【００３３】
　添付の図面内の同一な図面符号は、同一な要素、特徴、及び構造を表していることが分
かる。
【００３４】
　以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態についての動作原理を詳細に説明す
る。なお、本発明を説明するに当たり、関連のある公知の技術あるいは構成についての具
体的な説明が、本発明の要旨を余計に曖昧にする恐れがあると認められる場合、その詳細
な説明は省かれる。さらに、後述する用語は本発明における機能を考慮して定義された用
語であり、これらはユーザ、運用者の意図または慣例などによって変わることがある。よ
って、これらの用語の定義は、この明細書の全般に亘っての内容に基づいて行われるべき
である。
【００３５】
　本発明は、ＬＴＥシステムを基準にして説明しているが、不連続受信動作を使用する他
の移動通信システムに別の変更なしで適用可能である。
【００３６】
　本発明は、次世代の移動通信システムにおける連結状態端末のＤＲＸ動作を定義するも
のであって、特に上記連結状態端末のＤＲＸはサービスの特性を考慮して構成されるもの
が好ましい。即ち、連結状態端末は、サービスの種類によって、毎ＤＲＸ周期毎に発生す



(7) JP 5330224 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

るデータ量が異なることがある。言い換えると、毎ＤＲＸ周期毎に端末の順方向チャネル
を監視する期間が、該当ＤＲＸ周期の間に転送すべきデータ量によって変更される必要が
ある。
【００３７】
　例えば、ＴＣＰを用いたファイルダウンノードサービスを受けている端末の場合、ＴＣ
Ｐの特性上、初期に１つのパケットが順方向に転送され、端末がこれに対するＴＣＰ Ａ
ＣＫを転送すると、該ＴＣＰ ＡＣＫに応答して更に２つのパケットが転送され、上記２
つのパケットに対するＴＣＰ ＡＣＫに応答して更に４個のパケットが転送される等、一
定の時差を置いて順方向データの量が増加する特徴がある。このような傾向を考慮する場
合、上記サービス中の端末の活性化期間を持続的に増加させることが好ましい。
【００３８】
　また、上記ファイルダウンノードサービスでなくても、データ発生の測定不可能性と不
連続性がパケットサービスの一般的な特性である。したがって、このようにパケットサー
ビスでは、トラフィックの発生状況が毎ＤＲＸ周期毎に変わる可能性がある。したがって
、本発明は端末がパケットデータ量を考慮してＤＲＸ周期を可変的に設定する方案を提供
しようとする。
【００３９】
　図３を参照すると、本発明では基地局から端末にＤＲＸサイクル長さ３１０、活性化期
間３５０の開始時点３０５を誘導できる情報（以下、開始時点誘導情報と称する）、最小
活性化期間（minimum active period length）３４０ａ、３４０ｂがシグナリングされる
。
【００４０】
　端末は毎活性化期間３５０、３６０、３７０の開始時点３０５、３２０、３２５毎に目
覚めて、受信するデータがない場合には最小活性化期間を維持した後、睡眠モードに入り
、受信するデータがある場合には上記データを受信するまで活性化期間を維持した後、ま
た睡眠モードに入る。
【００４１】
　この際、上記端末は、予め決まった所定の方式、一例として、ＤＲＸサイクル長さと端
末の識別子とのモジュロ（modulo）演算を計算した値を使用して、活性化期間３５０の開
始時点３０５を誘導した後、上記活性化期間の開始時点３０５になると、活性化状態に移
行する。
【００４２】
　活性化期間の長さ３５０、３６０、３７０は、最小活性化期間３４０ａ、３４０ｂから
ＤＲＸサイクル長さ３１０、３８０まで可変的な長さを持つことができ、端末は活性化期
間開始時点３０５になると、順方向チャネルを介してパケットを受信する。図３において
、参照番号３４０ａと３４０ｂは、同一な最小活性化期間の長さを示す。
【００４３】
　特に、図３において、参照番号が３６０の活性化期間を見ると、最小活性化期間３４０
ａ内にパケットが連続して受信されることが分かる。この際、端末は受信されたパケット
が最後のパケットであるか否かを、予め決まった方法により判断して、活性化期間３６０
を終了することができる。
【００４４】
　図３において、上記パケットの受信は、通信システムに従って所定の方法により進行で
きるが、例えばＬＴＥシステムであれば、順方向制御チャネルを介して、端末は自身に転
送されるパケットがあるか否かを監視し、自身に転送されるパケットがあれば該当パケッ
トを受信する。
【００４５】
　そして、図３において、参照番号が３７０の活性化期間を見ると、上記参照番号が３２
５の地点で目覚めた端末は、予め決まった最小活性化期間３４０ｂの間、自身に転送され
るパケットがないので、該当活性化期間３７０を終了し、次の活性化期間が始まるまで睡



(8) JP 5330224 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

眠モードに移行する。
【００４６】
　一方、前述したように、参照番号３２０地点で目覚めた端末は、最小活性化期間３６０
の満了前に、自身に転送されるパケットを認知すると、基地局からパケットを受信し始め
る。実際に、端末にパケットが送受信される活性化期間３５０、３６０、３７０の終了は
、パケットに含まれるインバンド（in band）形態の情報あるいは制御チャネルを介して
通報可能である。または、予め決まったルールに従って端末が自律的に活性化期間の終了
を感知することもできる。
【００４７】
　最初に、上記活性化期間の終了がインバンド（in band）形態の情報で通報される場合
、基地局は該当活性化期間の最後のパケットの１ビットの最後のパケットフラグ（Last P
acket Flag）を‘ＹＥＳ’に設定する。したがって、端末は最後のパケットフラグが‘Ｙ
ＥＳ’に設定されたパケットを受信すると、該当時点にＨＡＲＱプロセッサに格納されて
いるパケットに対する処理が完了するまで活性化期間を維持してから、上記パケットに対
する処理が完了されると、睡眠モード（Sleep mode）３９０に入る。
【００４８】
　第２に、上記活性化期間の終了が制御チャネルを介して通報される場合、端末は、活性
化期間の終了が宣言された時点にＨＡＲＱプロセッサで処理されているパケットに対する
受信が完了するまで活性化期間を維持してから、上記パケットに対する受信が完了される
と睡眠モードに移行する。
【００４９】
　最後に、端末は予め決まった長さだけの期間の間、パケットが受信されないと、活性化
期間が終了されたと判断し、睡眠モードに移行することができる。
【００５０】
　上記のように、パケット受信がない場合には、活性化期間の長さを最小活性化期間の長
さに維持し、パケット受信がある場合には、活性化期間の終了時点をインバンド（in ban
d）形態でシグナリングしたり、制御チャネルを介してアウトバンド（out band）信号形
態でシグナリングしたり、端末が自律的に判断するようにする。この方式によると、活性
化期間が必要によって可変的な長さに調節されることにより、ＤＲＸ動作の効率性を保証
しようとする。
【００５１】
（第１実施形態）
　図４を参照すると、最後のパケットフラグ（Last packet flag）を使用して活性化期間
の終了を通報する時、端末の動作は下記の通りである。
【００５２】
　ステップ４０５で、端末は呼設定の間にＤＲＸサイクル長さ（DRX cycle length）、活
性化期間の開始時点（starting position）を誘導できる情報、最小活性化期間（minimum
 active period length）を受信する。上記情報を受信した端末はＤＲＸ動作を準備する
。
【００５３】
　ステップ４１０で、端末は上記活性化期間の開始時点を誘導できる情報を用いて、一例
として、端末は自身の固有識別子と上記ＤＲＸサイクル周期とを用いて、活性化期間の開
始時点を誘導し、現在時点が活性化期間の開始時点であるか否かを判断する。
【００５４】
　現在活性化期間の開始時点でなければ、ステップ４３５に進行して、端末は活性化期間
の開始時点になるまで睡眠期間を維持する。端末は、以前の活性化期間の開始時点からＤ
ＲＸサイクル長さだけ離れた地点が上記活性化期間の開始時点であることを認知する。
【００５５】
　上記活性化期間が始まると、ステップ４１５で、端末はタイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH
）とタイマーT（MINIMUM_ACTIVE）を活性化させる。上記タイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）
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はステップ４０５で認知したＤＲＸサイクル長さが設定されたタイマーであり、タイマー
T（MINIMUM_ACTIVE）はステップ４０５で認知した最小活性化期間が設定されたタイマー
である。
【００５６】
　ステップ４２０で、端末は共通制御チャネルなどを介して自身が受信すべきパケットが
あるか否かを判断する。ステップ４２０で、タイマーT（MINIMUM_ACTIVE）が満了するま
でに、自身に転送されるパケットがなければ、ステップ４３５に分岐して睡眠モード（Sl
eep mode）に入った後、次の活性化期間が始まるまで睡眠状態を維持する。次の活性化期
間の開始はステップ４１５で駆動したタイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）が満了する時点で
ある。
【００５７】
　一方、ステップ４２０の検査の結果、タイマーT（MINIMUM_ACTIVE）が満了する前に、
自身に転送されるパケットがあれば、端末はステップ４２５に進行して、ＨＡＲＱ動作に
従ってパケットを受信する。ステップ４２５で、パケットを成功的に受信すると、ステッ
プ４３０で、端末は受信したパケットの最後のパケットフラグ（Last Packet Flag）を検
査する。
【００５８】
　ステップ４３０の検査の結果、上記最後のパケットフラグが‘ＹＥＳ’に設定されてい
ると、ステップ４４０に進行し、最後のパケットフラグが‘ＮＯ’に設定されていると、
ステップ４２５に戻ってパケット受信を続ける。
【００５９】
　ステップ４４０で、受信されたパケットが終わりであるということを発見すると、端末
はＨＡＲＱプロセッサに格納されているＨＡＲＱパケットの処理を完了し、次の活性化期
間が始まるまで睡眠モードに入る。次の活性化期間の開始はタイマーT（DRX_CYCLE_LENGT
H）が満了する時点である。
【００６０】
　ステップ４４０で、ＨＡＲＱパケットの処理を完了するということは、ＨＡＲＱプロセ
ッサに格納されているパケットがＨＡＲＱ動作により正常に受信されて、該当パケットに
対するＨＡＲＱ ＡＣＫを転送したり、または該当パケットに誤りがあるにもかかわらず
、新たなパケットが同一なＨＡＲＱ処理で受信されて、結局、上記パケットが成功的に受
信できない場合などが挙げられる。
【００６１】
　言い換えると、ＨＡＲＱプロセッサに格納されているパケットを成功的に受信したり、
端末が上記格納されたパケットを成功的に受信する可能性がないということを認知する時
に、上記格納されたパケットは処理が完了された場合ということができる。
【００６２】
（第２実施形態）
　図５を参照すると、本発明の第２実施形態の端末動作は、活性化期間終了を判断する端
末の動作を除外した残りの端末の動作が、上記言及した第１実施形態と同一であるので、
下記の第２実施形態では、相異する動作が遂行される部分にのみを説明する。即ち、図５
のステップ５０５～ステップ５２０は、第１実施形態のステップ４０５～ステップ４２０
と同一であるので、説明を省略する。
【００６３】
　ステップ５２５で、端末は所定のＨＡＲＱ動作に従って基地局からパケットを受信する
。
【００６４】
　この際、端末は順方向制御チャネルを持続的に受信している状態で、ステップ５３０で
、上記順方向制御チャネルを介した活性化期間の終了を表す信号の受信を監視する。
【００６５】
　上記活性化期間の終了を表す信号が受信されると、端末はステップ５４０に進行し、そ
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うでなければステップ５２５に戻ってパケット受信を持続する。
【００６６】
　ステップ５４０で、端末は活性化期間の終了を表す信号を受信する時点にＨＡＲＱプロ
セッサに存在するＨＡＲＱパケットの処理を完了し、ステップ５３５に進行して、次の活
性化期間が始まるまで睡眠モードに入る。次の活性化期間の開始は、ステップ５１５で活
性化されたタイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）が満了する時点である。
【００６７】
（第３実施形態）
　図６を参照すると、ステップ６０５で、端末は呼設定の間に基地局からＤＲＸサイクル
長さ、活性化期間の開始時点を誘導できる情報、最小活性化期間（minimum active perio
d length）、活性化期間終了インターバル（active period end interval）を受信した後
、ＤＲＸ動作を準備する。最小活性化期間と活性化期間終了インターバルに同一な値が使
われることができ、この場合、２つのうちの１つの値のみシグナリングされることもでき
る。上記情報を受信した端末はＤＲＸ動作を準備する。
【００６８】
　ステップ６１０で、端末は上記活性化期間の開始時点を誘導できる情報を用いて、一例
として、端末は自身の固有識別子と上記ＤＲＸサイクル周期とを用いて、活性化期間の開
始時点を誘導し、上記活性化期間が始まったか否かを判断する。
【００６９】
　仮に、活性化期間が始まっていないと、ステップ６３５に進行して活性化期間が始める
まで睡眠モードを維持する。上記活性化期間の開始時点は、上記活性化期間の開始時点を
誘導できる情報を通じて誘導され、次の活性化期間の開始時点は以前の活性化期間の開始
時点にＤＲＸサイクル長さを足した値である。
【００７０】
　端末は、上記活性化期間開始時点になると、ステップ６１５に進行してタイマーT（DRX
_CYCLE_LENGTH）とタイマーT（MINIMUM_ACTIVE）を活性化させる。タイマーT（DRX_CYCLE
_LENGTH）はＤＲＸサイクル長さが設定されたタイマーであり、タイマーT（MINIMUM_ACTI
VE）は最小活性化期間が設定されたタイマーである。
【００７１】
　ステップ６２０で、端末は共通制御チャネルを介して自身が受信すべきパケットがある
か否かを判断する。ステップ６２０の検査の結果、タイマーT（MINIMUM_ACTIVE）が満了
するまでに、自身に転送されるパケットがなければ、ステップ６３５に分岐して、次の活
性化期間が始まるまで睡眠モードに入る。次の活性化期間の開始は、タイマーT（DRX_CYC
LE_LENGTH）が満了する時点である。
【００７２】
　一方、ステップ６２０で、最小活性化期間が終了される前に、自身に転送されるパケッ
トがあれば、端末はステップ６２５に進行してＨＡＲＱ動作に従ってパケットを受信する
。
【００７３】
　上記パケットを受信した端末は、ステップ６２７に進行して活性化期間終了インターバ
ルT（active_period_end）に設定されたタイマーT（active_period_end）を駆動（または
、再駆動）する。タイマーT（active_period_end）は、T（active_period_end）時間の間
、パケットが受信されないと、活性化期間を終了するための用途に使われる。端末は、最
初にパケットを受信すると、上記タイマーT（active_period_end）を駆動した後、次のパ
ケットが受信される度に上記タイマーT（active_period_end）を再駆動する。
【００７４】
　上記次のパケットは、（１）新たなパケットであるか、または（２）新たなパケットま
たは従来のパケットに対する再転送パケットでありうる。
【００７５】
　即ち、次のパケットが新たなパケットの場合のみにタイマーT（active_period_end）を
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再駆動することもでき、次のパケットが新たなパケットまたは従来のパケットに対する再
転送パケットである場合にもタイマーT（active_period_end）を再駆動することができる
。以下、説明の便宜のために、タイマーT（active_period_end）が新たなパケットの受信
時のみに再駆動される方案を第１案、タイマーT（active_period_end）が再転送パケット
を含んだ全てのパケットの受信時に再駆動される方案を第２案と称する。
【００７６】
　そして、端末はステップ６３０で、タイマーT（active_period_end）が満了されたか否
かを判断する。タイマーT（active_period_end）が満了されたということは、活性化期間
終了インターバルの間、パケットが受信されなかったことを意味するので、ステップ６４
０に進行する。タイマーT（active_period_end）が相変わらず動作中であれば、端末はス
テップ６２５とステップ６２７とを繰り返す。
【００７７】
　ステップ６４０で、端末の動作はタイマーT（active_period_end）が第１案により動作
するか、第２案により動作するかによって変わる。
【００７８】
　第１案により動作する場合、ステップ６４０で、端末はタイム－アウトされると、ＨＡ
ＲＱプロセッサで格納されているＨＡＲＱパケットの処理を完了し、次の活性化期間が始
まるまで睡眠モードに入る。次の活性化期間の開始はタイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）が
満了する時点である。
【００７９】
　第２案により動作する場合、端末はＨＡＲＱプロセッサで処理されているＨＡＲＱパケ
ットの処理が完了されることを待たず、直ちに睡眠モードに入る。これは、第２案では再
転送パケットまたは新たなパケットに関わらず、順方向パケットの受信を基準にして活性
化期間終了インターバルを設定したためである。第２案では、基地局が上記活性化期間終
了インターバルの間に特定のパケットを再転送しないと、端末が睡眠モードに切り替わる
ので、基地局と端末は上記活性化期間終了インターバルの間、上記のパケットを送受信し
なければならない。
【００８０】
　言い換えると、上記活性化期間終了インターバルの間、再転送パケットが到着しなかっ
たら、基地局が該当パケットに対する転送を放棄したということを意味するので、上記の
パケットが成功的に受信される可能性がなくなることを意味する。したがって、端末は活
性化期間終了インターバルの間に再転送パケットが到着していないＨＡＲＱプロセッサに
格納されているパケットは廃棄し、直ちに睡眠モードに入る。
【００８１】
　図７を参照すると、端末の受信装置７００は、逆多重化装置７０５、ＨＡＲＱプロセッ
サ７１５、制御チャネル処理部７２０、ＤＲＸ制御部７２５、受信部７３０から構成され
る。
【００８２】
　端末の受信部７３０は、ＤＲＸ制御部７２５の制御により、オン（on）またはオフ（of
f）される。ＤＲＸ制御部７２５は、睡眠モードでは受信部７３０をオフさせ、活性化期
間では受信部７３０をオンさせる。ＨＡＲＱプロセッサ７１５は、所定のＨＡＲＱ動作に
より受信部７３０が受信するＨＡＲＱパケットを処理し、誤りがないＨＡＲＱパケットは
逆多重化装置７０５に伝達する。
【００８３】
　逆多重化装置７０５は、受信したＨＡＲＱパケットの最後のパケットフラグ（Last Pac
ket Flag）を検査して、最後のパケットフラグが‘ＹＥＳ’に設定されていると、これを
ＤＲＸ制御部７２５に報告する。また、逆多重化装置７０５は受信したパケットを上位階
層に伝達する。
【００８４】
　ＤＲＸ制御部７２５は、最後のパケットフラグが‘ＹＥＳ’のパケットを受信したこと
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を認知すると、ＨＡＲＱプロセッサ７１５の状態を監視して、ＨＡＲＱプロセッサ７１５
の動作が完了すると、睡眠モードに入る。即ち、受信部７３０をオフさせる。
【００８５】
　制御チャネル処理部７２０は、順方向共通制御チャネルを介して受信される情報を処理
する。これは、図５に説明した第２実施形態のように、順方向共通制御チャネルを介して
活性化期間の終了がシグナリングされると、制御チャネル処理部７２０は活性化期間の終
了をＤＲＸ制御部７２５に報告する。
【００８６】
　ＤＲＸ制御部７２５は、活性化期間が終了されたことを制御チャネル処理部７２０から
報告を受ければ、ＨＡＲＱプロセッサ７１５の状態を監視して、ＨＡＲＱプロセッサ７１
５の動作が完了すると、睡眠モードに入る。即ち、受信部７３０をオフさせる。
【００８７】
　ここで、上記本発明の第１実施形態のように、端末装置７００が最後のパケットを受信
すれば、該当活性化期間を終了し、直ちに睡眠モードに入ることより、ＲＬＣレベルでの
肯定的認知信号（簡略に、ＲＬＣ ＡＣＫ信号）を転送した後に睡眠モードに入ることが
好ましい。
【００８８】
　なぜならば、パケットサービスの場合、端末は送受信の信頼度を高めるために、ＨＡＲ
Ｑとは区別される自動再転送（Automatic Retransmission reQuest：ＡＲＱ ）動作を遂
行するラジオリンク制御（Radio Link Control：ＲＬＣ）認知モード（Acknowledged Mod
e）で動作する。
【００８９】
　上記ＡＲＱ動作は、送信側のパケットに一連番号を挿入して転送し、受信側は受信した
パケットの一連番号の検査を通じて受信に失敗したパケットの存在の有無を判断する。受
信に失敗したパケットに対して、受信側は否定的認知信号（Negative Acknowledgement：
ＮＡＣＫ）を送信側に転送して該当パケットの再転送を要請し、成功的に受信したパケッ
トに対しては、肯定的認知信号（Acknowledgement：ＡＣＫ）を送信側へ転送する。上記
否定的認知信号と肯定的認知信号は、ＲＬＣ状態報告（RLC status report）という制御
メッセージに乗せて転送される。
【００９０】
　仮に、不連続受信を要求されるサービスがＲＬＣ認知モードで動作する場合、最後のパ
ケットを受信すると、端末はこれに対するＲＬＣレベルの肯定的認知信号を転送しなけれ
ばならない。したがって、直ちに睡眠モードに入ることよりは、ＲＬＣレベルの肯定的認
知信号を転送した後に睡眠モードに入ることが好ましい。
【００９１】
　したがって、以下では、前述した第１実施形態とは異なり、上記端末装置が最後のパケ
ット指示子を受信すると、上記最後のパケットに対するＲＬＣ認知信号を転送した後に睡
眠モードに入る方案を下記の第４実施形態で説明する。
【００９２】
　下記の本発明の第４実施形態において、パケットが受信できない活性化期間で、端末の
動作は上記第１実施形態と同一であるので、その説明を省略する。
【００９３】
（第４実施形態）
　図８を参考すると、第４実施形態において、基地局から端末にＤＲＸサイクル長さ８１
０、活性化期間８５０の開始時点８０５を誘導できる情報、最小活性化期間８４０ａ、８
４０ｂがシグナリングされる。
【００９４】
　端末は毎活性化期間８５０、８６０、８７０の開始時点８０５、８２０、８２５毎に目
覚めて受信するデータがない場合には、最小活性化期間を維持した後、睡眠モードに入り
、受信するデータがある場合には、上記データを受信するまで活性化期間を維持した後、
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また睡眠モードに入る。
【００９５】
　図８において、端末は予め決まった所定の方式の一例として、ＤＲＸサイクル長さをと
端末の識別子とのモジュロ（modulo）演算を計算した値を使用して活性化期間８５０の開
始時点８０５を誘導した後、上記活性化期間の開始時点８０５になると、活性化期間を活
性化させる。
【００９６】
　活性化期間の長さ８５０、８６０、８７０は、最小活性化期間８４０ａ、８４０ｂから
ＤＲＸサイクル長さ（８１０または８８０）まで可変的な長さを有することができ、端末
は、活性化期間開始時点８０５になると、順方向チャネルを介してパケットを受信する。
図８において、最小活性化期間の長さを表す参照番号８４０ａと８４０ｂは、物理的に同
一な時間を表す。
【００９７】
　図８において、参照番号が８６０である活性化期間を見ると、最小活性化期間８４０ａ
内にパケットが連続して受信されることが分かる。したがって、端末は受信されたパケッ
トが最後のパケットであるか否かを判断することで、活性化期間８６０を終了する。
【００９８】
　一例として、端末は所定の活性化期間の開始時点に目覚めて順方向制御チャネルを監視
する。即ち、最小活性化期間８４０ａが終了される前に、上記順方向制御チャネルと順方
向パケットが端末に転送され始めて、端末は‘最後のパケット指示子（Last packet indi
cator）’と共に格納されたパケット８８０を受信するまで、順方向のパケット受信を持
続する。上記‘最後のパケット指示子’は、ＲＬＣ制御信号で具現されることができる。
【００９９】
　本発明の第４実施形態と本発明の第１実施形態において、端末は受信するパケットに対
し、活性化期間が次のように異なって動作する。
【０１００】
　第１実施形態では、最後のパケットという情報が格納（piggyback）されたパケットに
対する受信が完了すると、該当活性化期間を終了し、睡眠モードに移行する。
【０１０１】
　第４実施形態では、最後のパケットという情報が格納されパケットを受信し、上記最後
のパケットより低い一連番号を持つ全てのパケットを成功的に受信すると、上記最後のパ
ケットより低い一連番号を持つ全てのパケットに対する肯定的認知信号（ＡＣＫ）を転送
した後、活性化期間を終了し、睡眠モードに入る。
【０１０２】
　第４実施形態では、上記パケットのＲＬＣ一連番号がｘからｘ＋ｎとする際、アプリケ
ーション毎に構成される端末のＲＬＣエンティティ（Entity）９４５が受信したＲＬＣ 
ＰＤＵ（Packet Data Unit）の一連番号を検査することで、受信されていないＲＬＣ Ｐ
ＤＵが存在するか否かを判断する。そして、‘最後のパケット指示子’が格納されたパケ
ットを受信すると、端末は上記ＲＬＣ ＰＤＵの受信状態情報を含めたＲＬＣ状態報告８
８５を逆方向チャネルを介して転送する。
【０１０３】
　仮に、端末がＲＬＣ ＰＤＵ［ｘ］～ＲＬＣ ＰＤＵ［ｘ＋ｎ］を全て受信したならば、
ＲＬＣ状態報告８８５には上記ＲＬＣ ＰＤＵに対する肯定的認知（ＡＣＫ）信号を乗せ
る。端末は、該当活性化期間に受信したパケットを全て肯定的に認知するＲＬＣ状態報告
８８５の転送を完了すると、活性化期間を終了する。
【０１０４】
　仮に、端末が、ＲＬＣ ＰＤＵ［ｘ］～ＲＬＣ ＰＤＵ［ｘ＋ｎ］のうち、任意のＲＬＣ
 ＰＤＵ［ｘ＋ｍ］を受信できなかったら、端末は、上記ＲＬＣ状態報告に、上記受信で
きなかったＲＬＣ ＰＤＵに対する否定的認知（ＮＡＣＫ）信号を含める。このように、
状態報告に否定的認知信号が含まれると、端末は上記受信に失敗したＲＬＣ ＰＤＵの再
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転送が完了されるまで活性化期間を維持する。
【０１０５】
　図９を参照すると、ステップ９０５で、端末は呼設定の間にＤＲＸサイクル長さ（DRX 
cycle length）、活性化期間の開始時点（starting position）を誘導できる情報、及び
最小活性化期間（minimum active period length）を受信する。上記情報を受信した端末
はＤＲＸ動作を準備する。
【０１０６】
　ステップ９１０で、端末は上記活性化期間の開始時点を誘導できる情報を用いて、一例
として、固有識別子と上記ＤＲＸサイクル周期とを用いて活性化期間の開始時点を誘導し
、現在時点が活性化期間の開始地点であるか否かを判断する。
【０１０７】
　ステップ９１０の判断の結果、現在活性化期間の開始地点でなければ、ステップ９３５
で、端末は活性化期間の開始地点になるまで睡眠期間を維持する。次の活性化期間は上記
活性化期間の開始時点からＤＲＸサイクル長さだけ離れた地点で始まる。
【０１０８】
　上記活性化期間が始まると、端末はステップ９１５で、タイマーT（DRX_CYCLE_ LENGTH
）とタイマーT（MINIMUM_ACTIVE）を活性化させる。タイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）はＤ
ＲＸサイクル長さが設定されたタイマーであり、タイマーT（MINIMUM_ACTIVE）は最小活
性化期間が設定されたタイマーである。
【０１０９】
　そして、端末はステップ９２０に進行して、共通制御チャネルなどを介して自身が受信
すべきパケットがあるか否かを判断する。そして、端末はタイマーT（MINIMUM_ACTIVE）
が満了するまでに、即ち最小活性化期間が終了されるまでに自身に転送されるパケットが
なければ、ステップ９３５に分岐して睡眠モードに入った後、次の活性化期間が始まるま
で睡眠期間を維持する。次の活性化期間の開始は、タイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）が満
了する時点である。
【０１１０】
　一方、ステップ９２０の検査の結果、最小活性化期間が終了される前に自身に転送され
るパケットがあれば、端末はステップ９２５に進行してＨＡＲＱ動作に従ってパケットを
受信する。
【０１１１】
　そして、ステップ９２５でパケットを成功的に受信すると、ステップ９３０で受信した
パケットが最後のパケットであるか否かを検査する。最後のパケットであるか否かは、例
えば受信したＲＬＣ ＰＤＵに格納（Piggyback）された制御情報を通じて確認することが
できる。ＲＬＣ送信側は最後のＲＬＣ ＰＤＵを転送しながら上記ＲＬＣ ＰＤＵが最後の
ＲＬＣ ＰＤＵということを表す制御情報を上記最後のＲＬＣ ＰＤＵに含めて転送する。
したがって、ステップ９３０で、端末はＲＬＣ受信側が受信したＲＬＣ ＰＤＵに最後の
ＲＬＣ ＰＤＵであることを表す制御情報の包含の有無を確認する。
【０１１２】
　ステップ９３０で、上記受信パケットが最後のパケットでなければ、端末はステップ９
２５に進行して最後のパケットを表す制御情報が含まれたパケットを受信するまでパケッ
ト受信過程を遂行する。
【０１１３】
　一方、ステップ９３０で、上記受信パケットが最後のパケットであれば、端末はステッ
プ９４０に進行して該当時点までにＲＬＣ ＰＤＵの受信状況情報を含めたＲＬＣ状態報
告（RLC status report）を構成する。上記ＲＬＣ状態報告には受信されていないパケッ
トのＲＬＣ一連番号と受信パケットのＲＬＣ一連番号とが含まれて、前述したように、受
信されていないパケットのＲＬＣ一連番号は、ＮＡＣＫと呼ばれ、受信パケットのＲＬＣ
一連番号はＡＣＫと呼ばれる。即ち、ＲＬＣ状態報告にはＮＡＣＫとＡＣＫが含まれ、Ｎ
ＡＣＫは受信されていないパケットの一連番号の集合、ＡＣＫは受信されたパケットの一
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連番号の集合である。
【０１１４】
　ステップ９４０のＲＬＣ状態報告にＮＡＣＫが含まれていないと、ステップ９４５で、
端末は上記ＲＬＣ状態報告に最後のＲＬＣ ＰＤＵに対するＡＣＫ及び最後のＲＬＣ ＰＤ
Ｕより低い一連番号を持つ全てのＲＬＣ ＰＤＵに対するＡＣＫが含まれているか否かを
検査する。上記検査の結果が‘ＹＥＳ’であれば、再転送するパケットがないことを意味
し、ステップ９５０に進行する。上記検査の結果が‘ＮＯ’であれば、再転送が必要なパ
ケットがあることを意味し、ステップ９５５に進行する。
【０１１５】
　ステップ９５０で、端末は上記ＲＬＣ状態報告を転送した後、ステップ９３５に進行し
て、次の活性化期間が始まるまで睡眠モード（Sleep mode）に入る。次の活性化期間の開
始はタイマーT（DRX_CYCLE_LENGTH）が満了する時点である。
【０１１６】
　ステップ９５５で、端末は上記ＲＬＣ状態報告を転送した後、上記ＲＬＣ状態報告で再
転送を要請したＲＬＣパケットに対する再転送が完了するまで待機する。そして、最後の
ＲＬＣ ＰＤＵより低い一連番号を持つ全てのＲＬＣ ＰＤＵに対するＡＣＫ信号を含んで
いるＲＬＣ状態報告を転送した後、ステップ９３５に進行して次の活性化期間が始まるま
で睡眠モードに入る。
【０１１７】
　図１０を参照すると、端末はアプリケーション（application）毎に構成された多数の
ＲＬＣエンティティ（Entity）１０３５、１０４０、１０４５を備えることができ、これ
らのうちの特定のＲＬＣエンティティはＤＲＸモードで動作するように構成されることも
できる。例えば、参照番号１０４５のＲＬＣエンティティがＤＲＸモードで動作するＲＬ
Ｃエンティティに設定されている状態である。
【０１１８】
　ＤＲＸモードで動作するＲＬＣエンティティ１０４５は、下記の条件が全て満たされる
と、ＤＲＸ制御部１０２５に活性化期間を終了することを要請する。
【０１１９】
　１．最後のパケット指示子が格納されたＲＬＣ ＰＤＵを受信
　２．該当活性化期間に受信した全てのパケットを成功的に受信
　３．該当活性化期間に受信した全てのパケットに対する肯定的認知信号を含むＲＬＣ状
態報告の転送完了
【０１２０】
　また、ＲＬＣエンティティ１０４５は、ＲＬＣ ＰＤＵの一連番号を検査することで、
受信されていないパケットがあるか否かを検査し、その検査に従ってＲＬＣ状態報告を構
成する等の動作を遂行する。
【０１２１】
　ＤＲＸ制御部１０２５は、不連続モードで動作するＲＬＣエンティティ１０４５から活
性化期間が終了されたという信号を受信すると、活性化期間を終了し、次の活性化期間が
始まるまで睡眠モードを維持する。
【０１２２】
　端末の逆多重化／多重化装置１００５は、ＲＬＣ階層、即ち、ＲＬＣエンティティ１０
３５、１０４０、１０４５から伝えられたＲＬＣ ＰＤＵをＭＡＣ ＰＤＵに多重化したり
、ＨＡＲＱプロセッサ１０１５から伝えられたＭＡＣ ＰＤＵをＲＬＣ ＰＤＵに逆多重化
して、ＲＬＣエンティティ１０３５、１０４０、１０４５に伝達する動作を遂行する。
【０１２３】
　ＨＡＲＱプロセッサ１０１５は、所定のＨＡＲＱ動作を通じて送受信部１０３０が受信
したＨＡＲＱパケットを処理し、誤りがないＨＡＲＱパケットを逆多重化／多重化装置１
００５に伝達し、上記ＨＡＲＱパケットを受信した逆多重化／多重化装置１００５の逆多
重化ブロックは、上記ＨＡＲＱパケットをＲＬＣ階層１０３５、１０４０、１０４５に転
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送する。
【０１２４】
　また、ＨＡＲＱプロセッサ１０１５は、逆多重化／多重化装置１００５の多重化ブロッ
クから受信されたＭＡＣ ＰＤＵを所定のＨＡＲＱ動作を通じて送受信部１０３０に転送
し、送受信部１０３０は上記ＭＡＣ ＰＤＵを基地局へ転送する。
【０１２５】
　制御チャネル処理部１０２０は、順方向共通制御チャネルを介して受信される情報を処
理し、該当端末に転送されるパケットがあれば、これをＤＲＸ制御部１０２５に報告する
。
【０１２６】
　ＤＲＸ制御部１０２５は、活性化期間の開始時点を認知し、上記開始時点に受信機をオ
ン（on）する。そして、最小活性化期間が満了するまでに制御チャネル処理部１０２０か
ら上記端末に転送されるパケットがあるという報告を受けなければ、活性化期間を終了す
る。
【０１２７】
　一方、制御チャネル処理部１０２０から上記端末に転送されるパケットがあるという報
告を受けると、ＲＬＣエンティティ１０４５から活性化期間が終了されたという信号を受
信するまで活性化期間を維持する。
【０１２８】
　本発明が属する技術分野において、通常の知識を有する者であれば、特許請求範囲に定
義された本発明の精神及び範囲を逸脱することなく本発明を様々な形態に変形または変更
して実施することができることが分かる。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明が適用されるＬＴＥシステムの構成を示す図である。
【図２】従来の移動通信システムのＤＲＸ動作を説明した図である。
【図３】本発明に従って可変的な活性化期間の長さを持つＤＲＸ動作を説明した図である
。
【図４】本発明の第１実施形態に従って活性化期間の終了がインバンド（in band）形態
でシグナリングされる時の端末の動作フローチャートである。
【図５】本発明の第２実施形態に従って活性化期間の終了がアウトバンド形態でシグナリ
ングされる時の端末動作フローチャートである。
【図６】本発明の第３実施形態に従って移動局が順方向活性化状態を考慮して活性化期間
の終了を判断する時の端末の動作フローチャートである。
【図７】本発明の第１乃至第３実施形態に従う端末受信装置である。
【図８】本発明の第４実施形態に従うＲＬＣ認知（ＡＣＫ）信号を考慮したＤＲＸ動作を
説明した図である。
【図９】本発明の第４実施形態に従ってＲＬＣ認知信号を考慮したＤＲＸ動作を遂行する
端末の信号フローチャートである。
【図１０】本発明の第４実施形態に従う端末受信装置である。
【符号の説明】
【０１３０】
　１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅ　　ＥＮＢ
　１０２ａ、１０２ｂ　　ＥＧＧＳＮ
　１０４　　ＵＥ
　２０５、２１５、２２５　　活性化期間の開始時点
　２１０、２２０　　ＤＲＸサイクル長さ
　２３０　　活性化期間の開始点
　２３５　　活性化期間の長さ
　３０５、３２０、３２５　　活性化期間の開始時点
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　３１０、３８０　　ＤＲＸサイクル長さ
　３３０　　パケット
　３４０ａ、３４０ｂ　　最小活性化期間
　３５０、３６０、３７０　　活性化期間
　７００　　受信装置
　７０５　　逆多重化装置
　７１５　　ＨＡＲＱプロセッサ
　７２０　　制御チャネル処理部
　７２５　　ＤＲＸ制御部
　７３０　　受信部
　８０５、８２０、８２５　　活性化期間の開始時点
　８１０、８８０　　ＤＲＸサイクル長さ
　８４０ａ、８４０ｂ　　最小活性化期間
　８５０、８６０、８７０　　活性化期間
　８８５　　ＲＬＣ状態報告
　９４５　　ＲＬＣエンティティ
　１００５　　逆多重化／多重化装置
　１０１５　　ＨＡＲＱプロセッサ
　１０２０　　制御チャネル処理部
　１０２５　　ＤＲＸ制御部
　１０３０　　送受信部
　１０３５、１０４０、１０４５　　ＲＬＣエンティティ

【図１】

【図２】

【図３】
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